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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドアインナーパネル２の車内側にスピーカーである突起物３が設けられ、これをカバー
する如く防音シート５が略全面に取付けられ、更にこれをドアトリム８でカバーして成る
自動車用ドア構造であって、前記防音シート５に前記突起物３と略同形で円形状の突起物
用穴６が明けられ、この突起物用穴６の周縁の防音シート５に複数の短い１～３ｍｍ程の
スリット７が放射状に適宜の間隔をあけて設けられ、前記防音シート５の取付けの際、前
記突起物３と前記突起物用穴６との間の位置規制を必要とせず取付けを容易にしたことを
特徴とする自動車用ドア構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車ドアのドアインナーパネルとドアトリムとの間に、スピーカー及び防
音シートが介在されて成る自動車用ドア構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来は図３に示す如く自動車ドア１のドアインナーパネル２の車内側に、オーディオ用
のスピーカー３及び防水用のホールシール４が取付けられていた。また、このホールシー
ル４の代わりに防音シート１０を略全面に設ける場合もあり、この防音シート１０には前
記スピーカー３を突出させるためのスピーカー用穴１１が、スピーカー３の外形に合わせ
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てくりぬき明けられている。また、該防音シート１０はこれの上端部をドアインナーパネ
ル２又は後に前記防音シート１０の上からカバーして周縁を複数のピン９で挿通して取付
けるドアトリム８に固定するなどして取付けられる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところが、前記防音シート１０がそのスピーカー用穴１１に、スピーカー３を突出させ
て取付けられる際、スピーカー３の外形とスピーカー用穴１１とがうまく合わない場合、
その穴１１の周縁部を伸縮したり寸法ズレを生じるなどする位置規制が必要となり、防音
シート１０の取付けが容易でないという問題があった。
　そこで、本発明はかかる従来の課題に鑑みて、防音シート１０の取付けの際にスピーカ
ー３とスピーカー用穴１１との間の位置規制を必要とせず、取付け容易にした自動車用ド
ア構造を提供することを目的とする。
【課題を解決しようとする手段】
【０００４】
　かかる目的を達成するために本発明の構成は、図１に示すように、ドアインナーパネル
２の車内側にスピーカーである突起物３が設けられ、これをカバーする如く防音シート５
が略全面に取付けられ、更にこれをドアトリム８でカバーして成る自動車用ドア構造であ
って、前記防音シート５に前記突起物３と略同形で円形状の突起物用穴６が明けられ、こ
の突起物用穴６の周縁の防音シート５に複数の短い１～３ｍｍ程のスリット７が放射状に
適宜の間隔をあけて設けられ、前記防音シート５の取付けの際、前記突起物３と前記突起
物用穴６との間の位置規制を必要とせず取付けを容易にしたものである。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明の自動車用ドア構造は、ドアインナーパネル２の車内側に取付けられる防音シー
ト５に、突起物用穴６が明けられこの穴６の周縁の防音シート５に、短いスリット７を放
射状に適宜の間隔をあけて設けたものであるから、防音シート５の取付けの際突起物３に
対する突起物用穴６の寸法、形状バラツキをこのスリット７により吸収できて、従来のよ
うに突起物３とその穴１１との間の位置規制を必要とせず取付けが容易になるという特長
がある。
【発明を実施するための最良の形態】

【実施例】
【０００６】
　以下、本発明の実施例を図に基づいて詳細に説明する。図１及び図２において、１は自
動車ドアで、このドアインナーパネル２の車内側にスピーカーである突起物３が取付けら
れている。また、これらをカバーする如く低比重スポンジ材の防音シート５が略全面に取
付けられ、該防音シート５には前記突起物３と略同形で円形状の突起物用穴６が明けられ
、この穴６の周縁の防音シート５に複数の短い１～３ｍｍ程のスリット７が放射状に適宜
の間隔をあけて設けられている。また、防音シート５は上端縁５ａが前記ドアインナーパ
ネル２か後述のドアトリム８のいずれかに固定され、下方部が暖簾状にたらすように取付
けられている。
【０００７】
　更に前記防音シート５をカバーする如く樹脂等より成るドアトリム８が設けられている
。これら防音シート５及びドアトリム８は、ドアインナーパネル２に対し周縁を複数のピ
ン９を貫通して取付けられている。
　従って、上記の如く防音シート５が突起物用穴６にスピーカー３を嵌める如く取付けら
れる際に、突起物用穴６の寸法や形状のバラツキが周縁に設けられた複数の短いスリット
７により吸収されて取付け容易となると共に、位置規制も保持される。
　本発明の実施例では突起物がスピーカーのみを例示して説明したが、他の突起物例えば
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インナーハンドルやカップラでも適用される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】　本発明の自動車用ドア構造の要部の正面図である。
【図２】　同上自動車用ドア構造の斜視図である。
【図３】　従来の自動車用ドア構造の斜視図である。
【図４】　図２における防音シート５を取付けた状態の斜視図である。
【符号の説明】
　　１　　　　　　　自動車ドア
　　２　　　　　　　ドアインナーパネル
　　３　　　　　　　突起物
　　４　　　　　　　ホールシール
　　５　　　　　　　防音シート
　　６　　　　　　　突起物用穴
　　７　　　　　　　スリット
　　８　　　　　　　ドアトリム
　　９　　　　　　　ピン
　　１０　　　　　　防音シート
　　１１　　　　　　スピーカー用穴

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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